
令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 
学 校 名 岡山県立井原高等学校 

実践者等 井谷 勇哉 実践日 令和４年 11 月１日 

実践場面 
（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

地理歴史・地理総合（生活文化の多様性と国際理解） 

対象生徒（学年等） 普通科１年 

育成を目指す資質・能力 □知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 □学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

□クラウドやアプリの活用 ■デジタルデータの保存    ■思考やデータの可視化  

□データの共有や共同編集 □対話を充実させる活用    □思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  ■課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り ■探究 □反転学習 ■補習・定着 

実践の内容 

【授業】学習課題「イスラームを信仰する人々と共生するために必要なことは何か」 

Google Classroom で課題を投稿し、ドキュメントに以下の項目について記述させる。 

 （１）イスラームに対する第一印象 

 （２）学習課題について意見を述べる 

 （３）授業を受けた後、改めて学習課題についての意見を述べる 

 （４）授業前後で自身の見方・考え方が変化した部分について述べる 

 

【授業後】 生徒が提出したドキュメントについて評価を行う。 

  ・ 生徒の記述内容から「思考・判断・表現」の観点について評価を行う。 

  ・ 提出されたドキュメントに必要に応じてコメントを付けて返却を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生徒は「マイドライブ」の中にある「地理総合」のフォルダに返却されたドキュメント

を保管する。 

 

【単元の振り返り】 

・ 保管したドキュメント等のファイルを見返し、「自分の見方・考え方がどのように変容

したか」「疑問に思ったこと」「さらに深めたいと思ったこと」をまとめ、単元を終え

て身についた知識や見方・考え方を自己評価したドキュメントを提出させる。 

  ・ 自己評価したドキュメントについて適宜コメントを付けて返却し、保管させる。 

 

【本時と家庭学習との連動】 
・上記の取組によって、自身の学びのポートフォリオが完成される。家庭学習時に、授業の際

に自分がどのような考え方をしたのかを振り返ることができる。また、教師からのコメントを

読み、「どの点が良かったのか」「どの点が自分の課題なのか」について把握することで、学

習の効率化や意欲の向上を図ることができると考える。 

 


